


































































「意味付与作用」、「意味作用」、「意味志向」などと呼んでいるのである（cf. Hua XIX, 第一研究
「表現と意味」第二三節）。
　さて、意味作用はこのようにして意味を通じて












































『独自な性格を持つ内密な混和の統一体（eine innig verschmolzene Einheit）を形成する』」とも
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という仕方でならば、われわれは体験流を把握する」ことができ
ると主張するのである（Hua III/1, 186）。こうしてデリダは次のように指摘する。
   極限としての本質は、それゆえ、地平の開放性と、数学的理念化一般の運動そのものである
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、それ
らによって分断される
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